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§１．研究成果の概要 

本年度は、昨年度で明らかにした位相変調に基づく耐タンパ光論理演算のコンセプトの

成果発表およびプロトタイプチップの設計を行った。光信号の位相のみを変調すること

で、光強度を一定に保ちながら演算を行い、耐タンパ性を確保することを狙いとしてい

る。プロトタイプチップとして、2 入力 NOR ゲートおよび 2 入力 XOR ゲートの試作を行

った。次年度に実測して動作検証を行う。 
光集積回路の実アプリケーションへの応用可能性を高めるために、二分決定グラフ

(BDD)に基づく光論理回路の設計手法の検討を行った。当該 BDD では、光の偏波に論理

情報をのせて論理演算を行う。BDD においては、消費電力が入力変数の指数関数に比例

して爆発する問題がある。BDD から無駄に漏れ出す光（Garbage Output）を再利用する

機構を検討し、設計最適化アルゴリズムおよびその適用可能性を調査した。 
光集積回路の耐タンパ性を評価できるプラットフォームの確立に向けて、第一歩として

従来型の電気電子方式に基づく CMOS 集積回路から漏えいするサイドチャネル情報を評

価する環境を整えた。具体的には、オンチップメモリから漏えいする電磁波を解析する環

境を構築し、オンチップメモリにアクセスした際のアドレス情報を電磁波から逆算できる

ことを確認した。この環境を活用して、今後 CMOS 集積回路の耐タンパ性を定量的に評

価する。 
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